
ＰＴジャーナル・第 48巻第 11号・2014年 11月 1041

　理学療法・作業療法の基礎科学には，解剖学，生理
学，運動学などの基礎医学，臨床医学，そして心理学
などがある．理学療法（physical therapy）の場合は，
さらに文字通り physicalというように物理学（phys-
ics）も入る．作業療法（occupational therapy）は作業科
学が入るのだろうか．本書のタイトルは『運動の成り
立ちとは何か』であるが，内容はまさに療法を行うた
めの基礎医学，臨床医学，物理学，心理学，作業科学
などを基礎に，日々の実践をもとに新たな治療体系を
紹介しようというものである．著者らはこの概念を
「統合的運動生成概念」といい，手法を BiNI Approach
（Biomechanics and Neuroscience Integrative Ap- 
proach）と名付けている．
　本書をめくると統合的運動生成概念の説明があり，
そのあとに力学，解剖学，神経科学，バイオメカニク
スなどの説明が続いていく．理学療法の基礎科学の一
つとして物理学があるなどと言われても，正直言って
物理学は苦手という人も多いのではないだろうか．さ
らには，新しい分野に挑戦しようとしているためか，
新たに定義した用語や，あまり聞きなれない用語がか
なり出てくる．例えば，「加速度は力である」などは
「エ！　違うでしょう」，「姿勢は運動である」と言われ
ると「そんなふうに習っていない‼」と思ってしまう．
そして，非線形力学，量子力学，Global Entrainment
（グローバル・エントレインメント：大域的引き込み），
アフォーダンス理論，などが続いてくると「はァ ?　?」

となってしまう．
　とは言え，全体を通じて，図とその解説が大変多く，
難しいところは囲み記事でやさしく説明してあるので
恐れる必要はない．著者らの新しいことに挑戦しよう
とする意気込みが「ビンビン」伝わってくる．後半は
具体的な手技を紹介しながら説明しているので，こう
いうアプローチなのかということがわかってくる．
　BiNI Approachの原則的手順は以下のとおりであ
る．①　固定感覚でない感覚入力により「固定部位」の
運動を改善する．②　直接的に腹内側系を活性化する感
覚入力により「過剰運動部位」を改善する．③　動作に
おける統合を行う．このように感覚入力を重視した操
作により，動作の統合を行うアプローチである．
　本書を最初に手にしたとき，物理学や最新の神経科
学などの説明が続くので，ちょっと引いてしまうかも
しれない．しかし，読みやすい構成になっており，新
しい情報や概念もわかりやすく説明しようとする試み
が随所にみられる．全編を読んでみるといろいろなこ
とがわかってくる．さまざまな視点から新しい理学療
法・作業療法のアプローチ，チャレンジについて紹介
している本である．
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